
て1ン1ちヽ すした。 ir 号 ↑ |)人1村t,  とてギうヽ r)千ど、す41,ケ11|ヽ た七十!】、 1子ⅢⅢ Ⅲ!'111ゥi｀

',客■て本たかとうか●1～'H (々 声ヽ ` iや)り丈す。

以士のように脅|ルt少なく、アンケートなのて無デif F f回答う`たい工せ、漂' 'ヽ〔いつて、ト

いデータとは言えません。もし、このことに31 t味を持つナホおられましたら、誠本ォしてデ

ータを知らせて下されj a t手いですぅまた味盲とは41して身体的欠陥てはありませんのて、そ

の点をよく御了承下さぃ。

さいごに、この調査を実施するにヽたり、協力して下さった本校一年4ととその家族の方々、

■マ`‐妨空ち の人孝lf感謝します,

/″『年
フ″
'F′
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ユエ 冬 芽 の 観 察

二年   二 廻 部  正  子

中  島  千 津 子

寒い冬の問Ⅲ木は春の準納を着々とやっている。二 月ともなれは、 いっせぃに芽をいぃてく

る。 これらのチはどうやって寒い冬を耐えているのてあろ うからその方法は木によってどのよ

うなさいう`みられるだろ うか。

日激ぶ駅 、IF類も主に本校内の本なので、F中容か片よリカtちですか、次のような溺容をし

てみました。

A 茅 の純打1

(1)傾1キ'を もブ,一イこ子つわらr4てくうす

り鵬 うなものたう`、母体卜うrtrよやすい状ばにぁるもの
一米きffの一部ち`分かナiてふえてい

く場合、内す(tiかご)、鱗芽、によ、くとにてとる芽等

(D分裂IR織的なもの一iサ体の牛定のところに、7t予点llり、分安組織小,1って、その細地の

分袈によって,ケを出す。 l‐は特孜な'合 'ユタ(、母fttから枠ヤtない.

B ナ のつき方

大きく庁チと不庁芽に分かれる,

4～芽 主 のオまった竹野にできるす

11)丁ゼ手 ltの先端にできるチ

十〕1欣す (1】■ )コ す)つけ標モて吉=)rlち一つθ)““)つけ作イ多くr,■Ⅲて十た,令、一イク

、Iチ十 lfl■'!1 4 ⅢIル|工 てヽ■】す),

一 岳 7

十

‐

, H
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D 冬 イをみて

物 | | | !′|
1ン ||イ)' ｀ ン | | イ〕■ 御特

ウ  メ

カ キ

/メ イヨンノ

ヤマザクラ

ポプラ

イマフキ

ヨウブ

ムクノキ

イチツク

ミズキ

オニグル ミ

ホ ウノキ

タヽ リエンシユ

ユ リ ノ キ

ミソマグ

ドウタンツツシ

アツサ ィ

カエデ

クサギ

ウツギ

メタセコイア

4

4

1 2～ 1 3

2 9

5

1 0

2

1 0

2

1 1

2

2

無

4-2-2

無

5～6

4

2

2

枚

枚激

数

十

≡
　
化
　
色

る
色

色
　
色
　
と
　
色
　
色

る
色

色

る
■

叩　神
福
つやのぁ中串　組
靭
鞠　韓
つやのぁ蒋
報わ車
緑力`かった
本   色

末 鵜 色

焦 茶 色

赤 栂 色

赤 紫 色

褐 色

浸芽

/片 に毛ホ密生、肉う【厚い

ン片に毛が額生、肉bi厚い

葉福内チ

リン片の肉が犀 く、 4枚 リン片をはぐと普通の半分

の子葉がでて くる。以下2枚 はぐごとに同様の子☆

め`出てくる。

毛lrつっまれている (毛チ )

リン片の肉ぶ揮 く、毛ぶ密生 している

腋ヂ1ま前年に落☆ したあとのTfr部 につく。前年の

非め`主芽てあり、その下位部にあった副1茅う【今年は

主芽に発洋したため,頂 芽は十字性を示す。 しかし

真中l‐去年のものがついて、ヽる枝い、スケツチのよ

うになる。

寒さを防 ぐために、茅は リン片ておおわれてぃろ。 リン片は安 (fr身、安椰、チ屯葉 )の 変形

したものである。 け /片 のないth物は、芽柄内チであったり、毛芽である。その他、粘核芽て

防寒しているもの力`あるうく、みられなかった。葉柄内芽とは、斐柄ぶサヤになっていて茅を包

み、来ホ諄ちるとは じめて冬芽ホ露出するものである。

E 反 名

押祭をはじめるのが泥か ったつて、冬チ よりは幕'どとい うい う力1良い くらいです。日数わ`短

打i_ |■ 工、 ■ =ン 、キ■ li・■■1+甲L■ すヽ ‐' |【= !ヤ'●4 今ヽた。



芽や花のたたまれ方を発表でとる''に や,■たくて'食 ですぅ

できなかった点は、後の人17たのアAたいとRい ます、

喜ガニ発 見 /

奄～郡島海城で、養ガニホ発見された。ヵ=は 何でも食べられると思っていたので、こ

れては驚いた。このカニは体長 打|～15cm。 本lBaて 毛深く、甲らには通点う`あるのが

特徴であると新剛て書ぃてあった。

横浜国立大学の鈴木先生が奄業大島へ調査て行かれて、その士た話では、この力‐の学

名は、 Z。2ymus aeneus(Li nnac us)と ぃい、また、相模湾ても生息してヽヽる

スペスペマンシユウガ‐ At e r tta ti s ri。〔idus(Linnacus)も 奄崇大島て

は毒性を示 したそうである。地域的に毒性の強弱がみられるのだろうということである。

外骨格 ‐筋肉に、フグの韓のよ位の毒性があるそうた。

今、東京大学水産化学研究重て、この率を調査中である。

古一一 本かびをはやしました

ます最初てスルメをきざみます。スルメをはさみてマツチ棒のを
はどの長さに切って、

それを池や沼の水を入れたびんの中に、糸てつるします。その水の中lr健全な遊た子力【

いるかぎり2～ 3日 でスルメの表面に綻 菌の短い菌糸わ1はぇるのてす。このカピぶ成

長するとちょうど脱脂縛の球を水中lr吊りさけたようになり、それはかわいらじいもの

です。

我 の々実験では3日目に末懐商ホされいにはえそろい、 10日 日て元気がなくなりた

らんとしてしまいました。

生物の研究としては、 これか ら小問題で、いろ

いろな額雰 実 験ホ待っているわけですが、 ここ

までならいつでもだ掠でも簡単てできます。みな

さん も一度ため してみて下さい,

日

Ｒ

＝



三廻 部  正  子

私たちが、大船にあるフラフーセンタ
ーを訪れたのは、 1月 も日のことてした。伺と言 って

も其冬のことですので、屋外の花壇には寮ポタンがあるはかつてしたが、温室の中にはもう春

ぶ来てい ました。ます、 ドアを開 くと、左側の温壼からブーンと素敵なついぶしてきます。そ

れは、ltl開の鉄砲百合のものでした。ここには、フリーシ7や チユーリノブも、いっはい咲い

てい ました。今では、鉄砲百合は 1年 中ぃつても咲かせられみそ うです。

次は、真中の温室、入口には、プリと、ラ メ ラコイデスや変った菊ふあ り、中に入ると、雄鹿

の角のような形をした ピカクシダがヘゴに植えられて壁てかかっています。その下てはタコの

末 もうを)のあせはじめてしまっているポインとチア。ここには、非常にめすらしいものがあ

りました,古 代ェツプトで、紙のように使われた、かやつ りぐさ科の大きな草本のパピルスoj

それです。 3 nl位て、スーツと伸びて、先 2」・輸 のようになっているされぃな車てした。また、

洋開のカ トレアやンンピシユームなども、いっばい咲いていました。

最後の温室は、オギザリスやアナナス顎ぶ中心でしたが、′く夕ぐイアやサポテンもありました。

パタ(イアは、何とかい う病気が日本に入 ってくるのを防 ぐためlC、尖用には輸入できないのた

そ うです。

さて、ひととおりの見学を終えた後で、一番興味深か ったことはといヽヽ ますと、ぼしょう科

の相物の偽辞てついての話てした。たとえばパナナですと、 4-5mは どtてもなりますが、あ

の球のようなものは、実をい うと幹ではなく、長ぃ策静ぶ幾重l‐も重なってできた偽幹
‐c‐ある

とヽ` うことです。 日頃よく見かける″(ナナの木 ?に 、 こんな秘密ぶあったなんて、全 く知らな

か ったことでした。

温室を見終えて、静かな花致の問をひとまわうした後、私たちは、次の見学場所である江の

島へ と向 ったのでした。

■ゑ 冬 の フラワー セ ンター

-44-



|ぷ

杉  !  百  子

生均■に入 って、 Tlはヤきました。みんなつ`それを才t活発l‐ド勤 してぃることてです。中学

校のときはそれにと,“″さにtまやつません王した。文化部のクラプでも世に う 2成 くらいしか

集まりませんでじたしゃいヽも白主性があ りませス′てした。もちろん中学校と高校とでは地いま

すめ`。年T5■1=ときには井戸端にな ります。毎臼必す一人は訪よ■ると思います。それに準術宝

ておオ当を食べてまで自分の仕事に・I念する人 もいます。叉各部門て実験 したり、lKl抵で調六

たり、時には全長で採集して行 くこともありました。確かに中学校のクラブ活動とは違 ってい

ます。

大きな水稲にメタカもいるし、シヨウジョウパェまで飼っているし、必要な道具は,まとんど

をろっています。

新人生の歓逸会か行なわれ、正式に生物部員になりました。そのころFFll問の先生め` 「奉の植

物」の名前を50は 党えようとおっし,ら れましたが、 また覚えてい ません。

私わ`生物部を選んたのは、 ミ クロのlll昇……… 顕 欲鏡のメとい視駒の中に住んている生物 を

のそいてみたかったからなのです。それは まったく不思議な世界です。すき透るような体を持

ったもの、そ】すま人間が。クントを飛ばしている時代て共存 しているのは思ぇません。 ヾ シン

ョなど今までは 1つ の種類しかいない と思 っていました。 ど ぅして どうして調べてみると数

十種教 もあります。 しかもそれをれは体節、その他のちょっとしたことて分けられています。

これをやった人は税カホそ うとうよいと、私ヤま忠 っています。

教干1書に先立って、シヨウジヨウパェの進伝をTl、も入れて 1年生 3人 でや り始め亡した。私

は彼らの死骸 を洗 うことお`いやて , やヽ て 、初めのうちは泣きたしたぃなどでした。で もそl・

てももう慣れました。考えてみると、自分の手を使ったのは、遺伝のことだけです。 1年 は、

私ぶ知らf_陪|に過 ぎていきました。て もJ勿 書[にはい って、とても楽 しかったとlLCぃます。

■4 臨 海 実  習

■&生 物 部 に 入 つ て

7月 21F」

ワ時壊、岩小学校に到諸。午前中、五くの岩海岸へ家集に行 く。

さもの々摯中で見つけろ。鬼ごっこする人も現われる。

神  保  万 里 子

岩かげや問たまりにいろ生

，
■
■
日

- 4 5 -
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1     午 後、「年均の性ヌ]。

1     夜 、技文tいと,ミ ボ タルのFfrfこれ中にぅギォーをtクたナ(■、|'千1的ヤill本をrし は|す。

10時 専、 グルーブ脚1にAttr)収 千々を,ヤ,tあ って、 1 lHl"や っ

7月 22日

4時 頓起こされた。漁港を見学に行 く。沖寂な段「と打ってなって活気おも る。おぼけ ☆なこ

|   で 跳めた。朝14t後、実験所の船v‐妥せていたたき、沖に出てフランクトンネツトを引く,そ れ

から尻掛海岸へ界集て。海水体客を表野の日て洸れなつ`ら、4富 な宝府を伊しまわる。

1    在 、其縄地のF1/育長rv―方に話義をしていただく。そろそろ日め`ランデブーを瞬始 した, ミー

ティングの後、 11時 頃複床へ。

7月 23日

合宿 3日 日、 ア時起床。午前中、千科をねらって尻な卜海岸へ行く。 タイドプールの調杏を主

て行な う。

夜、夜光虫の採集とンクリェーション。 11時 半就寝,

7月 2 4日

7時 1 5分 起床。きょぅは、 きの うまでの天気 と変って雨ホボツボツ降ってぃる。本日の採

集予定的、木馬行きは中1ヒとなっだ。採集物の整即や市作りに取りかかる。

学核K帰 ってから、本格的に繁理やあとかたつけをして、 4時 唄解散。

右意義な 4日 間であった。たいへん勉強になったこと、部員との心の交流ておいて。

――  「 神奈'11県保護協会」つてナーニ?

箱 根 丹 沢 相 模袴、私たちはこのような自然の中で生まれ、育ってきました。四手に移う

変わるその姿は、私たもの豊かな詩情を育て、その身体を銀えてくれまt,た。そ うして私たち

は現在の ように長しく、たくましくなったのです。

しかし、近年の人口拝加 や経済開発のためlr、ぃまやその自然の美観は失われつつあります。

この ような情勢の中で、私たちは自然保設をどうヽ う態度て努めたらよいのでしょう。ただ単

に自然保護を叫ぶはかりては何の解決 も進歩 も歩)りません。

そこで 「神奈)1県自然保護協会Jで は、自然保恐に開すると確知識を身l‐つけ、自然の実筋

を守る思想を普及 し、東に究土の掃和t、文化の向上に毎少なりともま献しようと、機関紙 「か

ないわの自然」の発行、映画会、rrf済会、研究会の開1生 実地比字などを行なっています。



■5 合   宿

o七 月二十一 ロ                          ウ   エ   所

力時、岩小学捺へ到斉。さっそく荷物を押び、弁除にとりかかった。そして、す ぐに岩海岸

へ採集に出発。去年 より大きいウニわiたくさんぃた。 しかし、名のとおり岩ばか りの海岸なの

で、動か して採るわけl‐もいかす、残念だった。

午後からは、採集した物の整電。発生はてきそ うだ。

港での夜関採集は、 ウミボ タルホ日的たったrJ・、ほとんどとれなかった。波がゆれる毎に、

夜光虫ふ青 く光 り、神秘的 だった。

。七月二十二日

四時、起味 。ねむたい目をこすって漁港へ。昇ったばか りの大きい太陽め`、海 と調和して、

とても美しい。漁船は、すでに入っていて、 イカと二～三種類の魚心、水揚けされていた。

きょうは、尻ltl海岸で採集をした。発生tま、部員全員て行なった。ほとんどの人が、初めて

らしい。

複、員頻を研究なさっている避藤先性の計義う`あり、員の話、採集の時の心得など、大へん

ためてなった。

ウエのヴはま、水温が高いと弱るので、 ビーカーごと、水道の冷たい水でひやすことにした。

去年はこれてたぃぶ困 った。簡単なことなのに、 どうして気がつかなかったのだろ う。

。七月二十三 日

きの うと卜|じrF孝1海岸で採集 した。実験は人為単為発生 を行なった。受精率は酪酸処理が百

パーセント、尿素処理'ま約一パー七ント。いままで尿素処理に九十パー七ントだぃ7_ったのに

…… o泳 芽ホいけなかったのかしら。卵割が始tら ない。ヽヽつもここまてで終 りl~なってし

まう。尿素処理 した一つホ、択状 ll制をし、二細挽期にならないて、一度に四細胞期になって

しまった。人ネ単為発生におぃて,■、ありうることたそ うた。

八時からレクリエーシヨン。先化や先ばいも加わり、楽しい又有憲義な二時間 だった。

o七 月二十四 日

合宿 もきょうが最後。われわれウニ班は解集 17出かけす、人為単為発生を行なった。結果は

きのうと回 じ、少 々ガソカリた。

昼食をすませて帰る準伸を始めたぶ、ちらかしすぎて、手ぎおよくぃかずあわてて しまった。

ウエはネルマリン繊にして固定したので去年より楽た。たにしろ、芸年は海水用のタンクに卯

を入れ、さらにその をありに水を入れて学校 まで運んたのだから大へんたった。

こ時二十分,岩 小学校て別れを告げ、真角駅て向ってかけ足。

この,コロFl、■しぃⅢぶか りてはなかったちく、それをヤ|'物の勉■ていてな く、合待 とぃう

- 4 7



一つの研休ti活の中から何かれたもの小島ったとlHう。

16-年 を ふ りか え つ て

閣 祥  子

42年 の春、新入部員の為て計画を立てていた奉の野外観察会ホ運悪 く雨のために中止とな

りました。それて校内の相物観察や生物室ての話 し合いが行なわれましたが、すでにその時、

一年生は生物部員になりきり、部ヨとしての活動は始まってぃたのてす 。テーマを決めて、グ

ループをつ くり、部員は熱心に研究をすすめてぃ きました。

次に行なわれたのむt、夏休み中の合宿てした。あの大腸 の下ての、七物採 集や観察rtま非常

な暑さに悲鳴をあげたりもしましたが、今では、そのつらさも忘れ、快い潮風のにおいと海の

生物の形や色の美 しさなどを思い出すのです。今考えると楽しヽヽことばか りうtあったようです

が、実際には、精神的悩みが、まったくなかったわけではありません,授 業と家震生活の間に

↓まさまれた限られた時間を生物宝て過ごしたわけですが、それたけてはまにあわない とい う、

あせ りが見えることもしばしばあったのです。

クラブ発表会には、展示や発表のむずかしさを知 りました。普段のクラブ活動では、採集し

て来た生物てえさと適当な環境を与えて、おこたることな く見守っているとい う方法と責任を

覚えました。そして封司で何か研究をしてみようとい う心を持つようになったのです。

たとえ大きな研究 ホてきな くとも、お状の木々の色の変化を気にしてみたり、道を歩きなわ`

ら出合 う木の芽やイヽ 常に目や耳を向けたり、夏の花、 ノー トにとまった小さな見虫をスケツチ

してみようと思 ったりするような心が、部員 1人 1人 に忘れられぬ ものとなったような気3Xじ

ます。あらゆる大きさの物 を、生物として見守る想度を育てたことが、 この一年間の最 も大き

な収種だったのではないでしょうか。

ｒ

Ｅ

Ｅ
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5  年 大 島  茂  代

近 穂 オ,子

意 酵 将 光 先生

「生物室」第 2号誕生、バンザイ!

よかった、よかった、本当てよかった。研究のテーマを考え、下調べをし、

いよいよ実験、観察に入る。その時の拐件と希ヨて満ちた果台は一生忘れら

れません。なんてったって最高なんてす。その結果●iメチヤタチヤの大失敗

lf終わろうと、はたまた大成功に終わろうと。そして、そしてです、その自

分の研究が本となって残されるというのは、これこそ天ても昇る思いなんで

す。とってもはれがましくて、ちとっびり照れくさくて、これかを女心という

ものでしょうか。実験をしなつくら、怪我をしたこともありました。ピーカー

や水精を割ったのも二度や三度のことではありません。そうして学校に多大

の損害を与えなから、血の出るような思いをしなからも、黙たと研究を続け

ことてその成果を敏震することになりました。この憩激とともに、いろいろ

御心配をおかけした先生方に、部員―同深くほ酎いたす次第です。

笹山記

顧  問

一ｄ
一一
一一
〇後集編
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